
　

昨
年
度
な
か
ば
に
、
前
会

長
櫻
田
佳
正
さ
ん
が
ご
逝
去

に
な
り
、
思
い
が
け
ず
自
治

連
合
会
会
長
代
行
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
当
初
は
そ
の

重
責
を
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

　

桜
が
散
っ
て
か
ら
晴
れ
か

曇
り
か
は
っ
き
り
し
な
い
天

気
が
何
日
か
続
い
た
あ
と
、

は
じ
め
て
抜
け
る
よ
う
な
青

空
の
ま
こ
と
に
爽
や
か
な
４

月
24
日
（
木
）。
さ
さ
や
か

な
四
十
周
年
記
念
を
兼
ね
て
、

26
年
度
修
和
会
総
会
を
せ
ん

だ
ん
ホ
ー
ル
で
催
し
ま
し
た
。

　

定
刻
の
11
時
。
中
谷
会
長

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
こ
の
ご
時
勢
、

消
費
税
の
ア
ッ
プ
、
年
金
の

ダ
ウ
ン
、
介
護
問
題
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
に
至
る

ま
で
、
高
齢
者
の
悩
み
に
つ

い
て
し
み
じ
み
と
。
そ
し
て

現
在
最
大
の
急
務
、
会
員
の

確
保
、
60
歳
以
上
の
方
の
新

規
ご
入
会
を
お
願
い
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
い
で
ご
来
賓
か
ら
ま
ず

修
徳
自
治
連
合
会
の
福
井
会

長
の
四
十
周
年
の
ご
祝
辞
。

お
互
い
の
助
け
合
い
を
日
常

的
に
。
健
康
の
た
め
に
ラ
ジ

オ
体
操
を
と
、
元
気
を
失
わ

な
い
よ
う
に
と
結
ば
れ
ま
し

た
。

　

小
梶
修
徳
施
設
長
は
全
国

高
齢
化
に
向
け
て
施
設
も
頑

張
っ
て
い
る
。
家
族
の
サ
ポ

ー
ト
が
何
よ
り
大
事
。
心
も

体
も
強
く
持
っ
て
生
き
て
下

さ
い
と
。

　

高
齢
サ
ポ
ー
ト
修
徳
の
清

水
セ
ン
タ
ー
長
は
、
地
域
の

た
め
に
日
夜
努
力
、
職
員
へ

の
各
種
相
談
事
を
通
し
て
地

域
と
の
交
流
や
研
修
な
ど
身

近
な
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

た
い
と
。
ま
た
こ
の
度
新
町

通
り
施
設
北
側
に
「
カ
フ

ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の

で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
一
緒

に
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

な
ど
な
ど
年
寄
り
が
感
動
す

る
お
話
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
つ
づ
き
25
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
。
26
年
度
予

算
を
会
計
の
小
林
さ
ん
と
山

岸
さ
ん
か
ら
報
告
。
そ
の
あ

と
下
京
警
察
署
と
元
両
替
交

番
か
ら
最
近
の
振
り
込
め
詐

欺
の
巧
妙
さ
、
ひ
っ
た
く
り
、

交
通
安
全
な
ど
の
注
意
を
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
分

は
大
丈
夫
！
と
思
う
の
が
一

番
危
な
い
そ
う
で
す
。
こ
れ

で
一
部
は
終
了
。

　

二
部
に
入
り
最
初
は
修
徳

消
防
分
団
の
ご
厚
意
で
、
団

員
さ
ん
に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
ダ
ン
ス
。
３
名
の
美
女

が
会
場
に
現
れ
た
途
端
ム
ー

ド
満
潮
。
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー

の
ド
レ
ス
、
濃
淡
２
色
の
ね

じ
り
レ
イ
、
髪
飾
り
の
大
き

な
花
、
湧
き
上
る
拍
手
の
な

か
音
楽
が
流
れ
だ
し
ま
す
。

１
曲
目
は
パ
パ
リ
ナ
ラ
ヒ
ラ

ヒ
。
２
曲
目
は
ご
存
じ
ブ
ル

ー
ハ
ワ
イ
。
３
曲
目
は
月
の

夜
は
。
北
岡
さ
ん
、
玉
虫
さ

ん
、
平
光
さ
ん
、
な
か
な
か

手
馴
れ
た
も
の
。
会
場
が
う

っ
と
り
の
大
拍
手
の
う
ち
に

退
場
。

　

次
は
お
馴
染
み
野
村
会
長

と
内
藤
さ
ん
三
味
線
同
好
会

の
演
奏
。
今
年
は
曲
目
が
一

気
に
増
え
て
荒
城
の
月
に
始

ま
り
、
早
春
賦
、
背
く
ら
べ
、

天
満
の
子
守
唄
、
斉
太
郎
節
、

伊
勢
音
頭
、
最
後
は
淡
海
節
。

多
岐
に
わ
た
る
演
奏
に
日
頃

の
ご
精
進
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。　

　

お
し
ま
い
は
定
評
あ
る
マ

ジ
シ
ャ
ン
黒
瀬
さ
ん
の
登
場
。

年
ご
と
に
冴
え
た
指
先
が
次

つ
ぎ
と
会
場
を
沸
か
せ
ま
す
。

カ
ー
ド
、
リ
ボ
ン
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
、
花
玉
等
々
、
間
近
に

見
て
い
て
も
鮮
や
か
な
も
の

で
す
。

　

御
出
演
の
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
美
味
し
い
お
昼
を

い
た
だ
い
た
あ
と
談
笑
を
楽

し
み
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
て
お
別
れ
と
な
り

ま
し
た
。
四
十
周
年
を
兼
ね

て
、
と
は
言
う
も
の
の
派
手

な
こ
と
は
会
計
、
人
手
と
も

に
事
情
が
許
さ
ず
唯
一
、
故

会
員
（
匿
名
ご
希
望
）
の
御

家
族
か
ら
頂
い
た
寄
附
金
で

全
会
員
の
皆
様
に
お
配
り
し

た
記
念
手
拭
い
で
お
許
し
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ご
多
用
の
な
か
ご
出
席
ご

出
演
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
の

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
さ

さ
や
か
な
が
ら
こ
の
日
と
同

じ
よ
う
な
爽
や
か
な
一
日
で

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

し
た
。
な
ん
と
し
て
も
そ
の

職
責
を
全
う
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
修

徳
自
治
連
合
会
の
大
き
な
転

換
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
日

本
で
最
初
の
小
学
校
と
、
誇

り
を
も
っ
て
い
た
修
徳
小
学

校
が
洛
央
小
学
校
に
統
合
さ

れ
た
と
き
で
し
た
。
当
時
の

篠
原
会
長
や
、
後
の
平
井
会

長
な
ど
幹
部
の
み
な
さ
ん
が
、

跡
地
を
何
に
す
る
か
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、「
学
区
の
皆

様
の
強
い
つ
な
が
り
」
が
保

て
る
か
ど
う
か
を
、
自
治
連

周
囲
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得

て
無
事
年
度
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
正
式
に
自

治
連
合
会
会
長
兼
ま
ち
づ
く

り
委
員
長
兼
景
観
づ
く
り
協

議
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

合
会
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

求
め
ら
れ
た
と
理
解
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
社
会
を

見
通
し
た
「
修
徳
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
」
と
自
分
た
ち

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
花
と
緑
の

「
修
徳
公
園
」
が
一
体
と
し

て
、「
学
区
の
皆
様
の
絆
の

核
」
の
役
割
り
を
引
き
継
い

だ
の
で
す
。

　

修
徳
自
治
連
合
会
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
は
、
こ
の
基
本

に
た
ち
か
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
が
、
こ
の
二
、
三
年
、

や
や
も
す
る
と
、
町
並
み
に

か
か
わ
る
建
築
物
の
専
門
的

な
評
価
に
、
活
動
が
偏
り
か

け
て
き
て
い
た
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
と
く
に
学
区

民
の
安
全
安
心
を
中
心
と
し

た
、
生
活
全
般
の
環
境
を
よ

く
す
る
活
動
に
重
点
を
置
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
幸
い
に

も
各
種
団
体
が
、
学
区
の
皆

様
の
生
活
の
種
々
な
面
を
担

当
し
て
、
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

が
、
各
種
団
体
の
み
な
さ
ん

の
事
業
に
つ
な
が
る
場
合
に

は
、
一
緒
に
連
携
し
て
い
た

だ
く
様
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
複
数
の
各
種
団
体
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
な
と

き
や
各
種
団
体
間
の
谷
間
に

あ
る
事
業
が
あ
れ
ば
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
独
自
に
活
動

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
学
区
の
皆
様

の
参
加
し
や
す
い
活
動
を
心

が
け
、
行
事
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
気
軽
に
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

総会に参加の方々

左より北岡さん平光さん玉虫さん

左より内藤さん野村さん

福
井 

謙
三

都
倉 

昭
蔵

修
徳
自
治
連
合
会
長

中
部
部
長

自
治
連
合
会
が
実
行
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

学
区
内
の
身
近
な
生
活
環
境
に
視
点

四
十
周
年
を
兼
ね
て

　
　
　
　
修
和
会
26
年
度
総
会
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。



宝
厳
院
に
て
（
久
城
さ
ん
撮
影
）

花 水 知 子

　

照
る
で
も
な
し
、
曇
る
で

も
な
し
、
前
夜
か
ら
の
雨
は

あ
が
っ
た
も
の
の
、
も
う
一

つ
は
っ
き
り
し
な
い
空
。
あ

る
い
は
例
の
黄
砂
現
象
だ
っ

た
の
か
。
そ
れ
で
も
修
和
会

の
旅
行
に
雨
は
降
ら
な
い
。

　

５
月
27
日
（
金
）
10
時
予

想
を
超
え
る
34
名
の
参
加
者

で
、
送
迎
バ
ス
が
定
員
オ
ー

バ
ー
の
結
果
、
一
部
タ
ク
シ

ー
に
分
乗
。
修
和
会
春
の
日

帰
り
旅
行
は
五
条
室
町
を
出

発
。
松
尾
橋
ま
で
来
る
と
桂

川
の
向
い
側
は
新
緑
一
色
。

に
ぶ
い
陽
光
に
輝
い
て
続
く

山
並
に
車
窓
が
潤
う
。

　

大
堰
川
を
左
手
に
す
ぐ
宝

厳
院
に
到
着
。
木
立
に
囲
ま

れ
た
茅
葺
き
の
門
を
く
ぐ
れ

ば
そ
こ
は
も
う
青
も
み
じ
の

世
界
。
早
速
渓
流
に
な
ぞ
ら

え
た
石
景
を
背
に
集
合
写
真
。

名
カ
メ
ラ
マ
ン
久
城
さ
ん
の

右
手
が
あ
が
っ
て
Ｏ
Ｋ
。

　

舟
石
、
苦
界
、
三
尊
な
ど

此
岸
と
彼
岸
を
象
徴
し
て
い

る
そ
う
な
斜
面
に
や
さ
し
い

風
が
舞
う
。
木
漏
れ
日
の
な

か
さ
ら
に
進
む
と
、
宝
厳
院

本
堂
が
現
れ
る
。
有
名
な
関

牧
翁
大
師
筆
篇
額
が
真
正
面

に
迎
え
て
く
れ
る
。

　

本
堂
に
あ
が
る
。
室
中
、

上
間
、
下
間
、
三
つ
の
仏
間

を
連
ね
て
田
村
能
里
子
画
伯

の
襖
絵
「
風
河
燦
燦　

三
三

自
在
」
に
体
が
火
照
る
。
濃

淡
様
々
な
赤
色
が
三
間
い

っ
ぱ
い
に
た
な
び
い
て
、
そ

の
中
に
老
若
男
女
三
十
三
人

の
様
々
な
姿
態
が
観
音
菩
薩

の
化
身
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
不
謹
慎
な
話
だ
が
祀
っ

て
あ
る
御
本
尊
や
地
蔵
菩
薩

よ
り
目
を
奪
わ
れ
た
。そ
の
上
、

こ
の
襖
絵
を
表
装
さ
れ
た
の
が
、

修
徳
自
治
連
合
会
長
の
福
井

謙
三
さ
ん
だ
と
聞
い
て
ま
た

ま
た
び
っ
く
り
。
今
日
は
本

当
に
い
い
も
の
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
せ
め
て
の
こ
と

に
傍
の
説
明
板
に
そ
の
こ
と

も
入
れ
て
欲
し
か
っ
た
。

　

本
堂
を
出
て
後
半
の
道
順

を
辿
り
も
と
の
入
口
へ
戻
る
。

し
た
た
る
よ
う
な
青
も
み
じ
、

深
み
の
あ
る
苔
や
、
巨
大
な

碧
岩
、
獅
子
岩
、
心
の
底
ま

で
新
緑
に
染
ま
り
出
口
ま
で

来
る
と
、
来
た
時
に
は
気
づ

か
な
か
っ
た
五
百
羅
漢
が
一

行
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
た
。

こ
れ
だ
け
の
も
み
じ
、
秋
の

紅
葉
の
頃
は
さ
ぞ
や
と
、
も

う
一
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
取

り
出
し
て
見
て
み
る
。

　

境
内
を
出
て
嵐
山
を
見
上

げ
な
が
ら
「
弁
慶
」
へ
到
着
。

二
階
の
大
広
間
か
ら
は
対
岸

の
嵐
山
の
優
雅
な
山
容
が
目

の
前
に
、
そ
れ
を
映
す
大
堰

川
の
清
流
、
人
や
車
が
絶
え

間
な
く
往
き
交
う
渡
月
橋
、

目
い
っ
ぱ
い
に
景
色
が
広
が

っ
て
身
も
心
も
癒
さ
れ
る
。

　

さ
あ
い
よ
い
よ
お
目
当
て

の
「
嵐
山
弁
慶
」
の
ご
馳
走
。

つ
ぎ
つ
ぎ
出
て
く
る
料
理
や

飲
み
物
に
す
べ
て
満
足
。
口

や
お
腹
が
ご
機
嫌
に
な
っ
て

話
が
は
ず
む
。

　

名
残
惜
し
い
が
時
間
が
来

た
の
で
再
び
送
迎
バ
ス
と
タ

ク
シ
ー
分
乗
で
五
条
室
町
へ
。

　

久
保
山
副
会
長
の
挨
拶
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性
の

み
な
さ
ん
も
日
焼
け
の
心
配

も
な
く
無
事
解
散
。
幸
せ
い

っ
ぱ
い
の
新
緑
旅
行
で
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
さ
ん
、
お
世

話
の
方
々
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女性会総会と体操教室

都
倉 

昭
蔵

緑
し
た
た
る
修
和
会

　
　
　
　
　
　
嵐
山
行

　３月26日（水）に50名の参加者で修徳女性会総会が行われました。中
村会長から1年の締めくくりの挨拶があり、次に修徳自治連合会会長の
福井様より、女性会に感謝のお言葉の御挨拶をいただきました。
　続いてフィットネス企画の健康運動指導士である、山本孝先生による
ユーモアたっぷりの健康教室です。
　椅子に座り二人一組での楽しい全身ストレッチ体操や、歌に合わせて
の体操、歌詞を差し替えて歌う頭のストレッチなどがあり、参加者の皆
さまは身体や脳トレーニングによって、ほぐされて笑顔につつまれました。
　先生からは１日10分でいいので、認知症予防をかねて身近なストレ
ッチを毎日続ける事により、メタボリックシンドロームや、ロコモーテ
ィングシンドローム（骨、関節、筋肉などの運動器の働きが衰え、立つ、
歩く、走る、登るなどの日常生活に必要な身体を移動させる能力の低下
で、要介護になる危険性の高い状態）を予防し、特に二重課題（２つの
事を同時に行う）に心掛ける様、指導していただきました。
　後半は１年間の事業報告と、会計報告がありました。続いて次年度女
性会会長の選出と女性会規約の説明がおこなわれ、無事に終わりました。
　１年間連合会並びに地域の皆様にご協力いただき、女性会の活動がで
きた事に感謝申し上げます。ありがとうございました。

　修徳学区にお住まいで何かや
ってみようと思われる方々同好
会にお入りになりませんか。
　各会の責任者にお尋ねくださ
い丁寧に説明させていただきま
す。ぜひお越しください

名　称 開催場所 開催日 開催時刻 責任者 町　名 連絡先

修徳地名研究会 会 議 室 第３月曜日　　 （月１回）午後７時から２時間 小西宏之 布 屋 町 351︲3260

川 柳 同 好 会 会 議 室 第２・４木曜日 （月２回）午後７時から２時間 都倉昭蔵 弁財天町 351︲4109

書 道 同 好 会 会 議 室 第１・３金曜日 （月２回）午後７時から２時間 小塩史子 小田原町 361︲2093

三 味 線 同 好 会 会 議 室 火曜日 （毎　週）午後７時から２時間 野村尚助 元両替町 351︲8307

囲碁将棋同好会 会 議 室 水曜日 （毎　週）午後７時から２時間 古谷道雄 材 木 町 351︲2770

カラオケ同好会 せんだんホール 第２・４金曜日 （月２回）午後７時から２時間 川村庄治 布 屋 町 351︲4904

卓 球 同 好 会 せんだんホール 月・木曜日 （週２回）午後７時から２時間 福井謙三 小田原町 361︲0663

ラジオ体操同好会 修 徳 公 園 毎日（雨天も開催）（年　中）午前７時10分から10分間 福井謙三 小田原町 361︲0663

★修徳ふれあい同好会のご案内★
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（
敬
称
略
）

ひ と と き の う た川 柳

弁
財
天
町　
　

都
倉　

昭
蔵

春
雷
が
頭
上
で
励
ま
し
の
エ
ー
ル

カ
タ
カ
ナ
に
手
を
焼
い
て
い
る
耳
学
問

幸
せ
に
格
差
は
問
わ
ず
無
事
暮
ら
す

胸
に
掌
を
重
ね
て
あ
た
た
か
い
い
の
ち　

い
ろ
は
か
ら
終
り
の
ん
ま
で
の
ぼ
り
坂

平
成
25
年
10
月
23
日

　

櫻
田　

聡
介
（
材
木
）

平
成
25
年
９
月

　

櫻
田　

真
也
（
材
木
）

平
成
25
年
10
月

　

山
中　

康
裕
（
徳
万
）

　
　
　
　

紘
子

平
成
26
年
4
月
20
日

　

川
島　

幹
也
（
高
砂
）

　
　
　

恵
美
香

平
成
26
年
４
月
吉
日

　

堅
田　

様　

（
大
江
）

平
成
26
年
５
月

　

椎し
い
づ津
堅
太
郎
（
布
屋
）

平
成
26
年
６
月
１
日

　

西
垣　

公
博
（
月
見
）

　
　
　
　

尚
美

平
成
26
年
５
月
13
日

　

俣
野　

明
彦
（
布
屋
）

平
成
26
年
６
月
10
日

　

尾
崎　

正
彦
（
月
見
）

平
成
26
年
２
月

　

山
本　

義
子
（
深
草
）

　
　
　
　
　
　
　

享
年
78

　

今
年
は
30
度
を
超
え
る
真

夏
の
よ
う
な
暑
い
日
の
５
月

28
日
（
水
）、
京
都
タ
ワ
ー

ホ
テ
ル
に
於
い
て
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

皇
后
宮
御
歌
、
そ
の
後
更
生

保
護
女
性
会
綱
領
を
ご
参
加

の
皆
さ
ん
と
唱
和
し
ま
し
た
。

　

11
時
よ
り
講
師
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、
寺
田
通
様

他　

４
名
の
方
に
よ
り
「
規

範
意
識
の
高
揚
に
向
け
た
非

行
防
止
教
室
」
の
講
演
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
京
都
は
規

範
意
識
が
悪
く
、
平
成
19
年

度
は
人
口
千
人
対
し
て
の
少

年
犯
罪
の
発
生
が
ワ
ー
ス
ト

「
１
」、
大
変
な
数
字
で
す
。

現
在
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

は
府
下
42
名
で
、
府
下
の
小
、

中
学
校
に
於
い
て
講
演
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
関

係
者
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
、

平
成
25
年
度
は
ワ
ー
ス
ト

「
10
」
ま
で
に
な
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。
お
忙
し
い
中
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な

問
題
か
ら
物
事
の
善
悪
を
正

し
く
理
解
し
、
い
つ
も
正
し

い
行
動
の
出
来
る
人
に
な
ろ

う
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
心

に
の
こ
り
ま
す
。

　

今
年
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
究

協
議
会
が
下
京
北
地
区
の
当

番
に
当
た
り
ま
す
。
親
睦
会

の
あ
と
、
メ
ガ
ネ
置
き
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
、
一
筆
箋
、

か
わ
い
い
髪
飾
り
、
ア
ク
リ

ル
の
靴
下
、
タ
ワ
シ
、
等
々

バ
ザ
ー
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

　

皆
々
さ
ま
に
た
く
さ
ん
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
（
土
）
雨
上
が

り
で
し
た
が
、
少
々
水
溜
ま

り
の
残
る
中
、
午
前
７
時
半

よ
り
10
名
が
集
ま
り
、
楽
し

く
行
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ

　

修
徳
川
柳
同
好
会
で
の
会
員
の
皆
様
の
最
近
作
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

使
わ
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
歳
に
な
り

　

送
ら
れ
て
送
り
返
し
て
二
人
仲

　

水
底
を
わ
が
も
の
顔
に
か
え
る
の
子

　

孫
の
た
め
買
っ
た
土
産
の
重
す
ぎ
て

　

呼
ぶ
人
の
い
る
幸
せ
を
か
み
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

友
子

　

お
し
ゃ
れ
し
て
食
べ
て
喋
っ
て
姥
ざ
く
ら

　

仏
壇
の
あ
な
た
と
餡
餅
半
分
こ

　

鈍
足
で
転
ば
ず
生
き
て
八
十
路
越
え

　

今
日
も
ま
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
に
ら
め
っ
こ

　

老
い
ひ
と
り
今
夜
も
拍
子
木
に
見
守
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

文
子

　

ま
ず
は
目
で
味
わ
っ
て
ま
す
ひ
な
御
膳

　

優
し
さ
を
売
り
に
し
て
ま
す
老
店
主

　

世
話
焼
き
の
目
立
ち
た
が
り
は
親
ゆ
ず
り

　

引
き
出
し
に
何
で
も
入
れ
て
生
き
て
ま
す

　

お
ん
な
坂
笑
い
転
げ
て
マ
イ
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
塩　

史
子

　

転
べ
な
い
だ
る
ま
の
愚
痴
を
聞
い
て
い
る

　

引
き
出
し
に
い
つ
ま
で
眠
る
パ
ス
ポ
ー
ト

　

い
や
な
こ
と
隠
す
笑
顔
を
用
意
す
る

　

目
の
高
さ
変
え
れ
ば
見
え
る
も
の
が
あ
る

　

た
ま
し
い
を
一
途
に
燃
や
す
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
川　

博
子

　

優
し
さ
が
欲
し
く
て
友
に
甘
え
て
る

　

い
い
の
で
す
転
ん
で
掴
む
運
も
あ
る

　

コ
オ
ロ
ギ
の
声
を
探
し
に
散
歩
す
る

　

安
ら
ぎ
を
添
え
木
の
よ
う
に
守
っ
て
る

　

認
知
症
な
ら
な
い
よ
う
な
鍵
欲
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川　

親
枝

　

み
な
さ
ん
も
川
柳
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。
月
２
回
木
曜
午

後
７
時
半
か
ら
、
４
階
会
議
室
で
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
財
天
町　

都
倉　

昭
蔵

川
柳
教
室
の
最
近
作

平
成
26
年
２
月

　

太
田　

文
子
（
深
草
）

　
　
　
　
　
　
　

享
年
85

平
成
26
年
３
月
27
日

　

米
谷　

次
吉
（
月
見
）

　
　
　
　
　
　
　

享
年
85

平
成
26
年
３
月
31
日

　

上
田　

静
子
（
藪
下
）

　
　
　
　
　
　
　

享
年
87

平
成
26
年
４
月
９
日

　

山
崎　

美
子
（
徳
万
）

　
　
　
　
　
　
　

享
年
91

平
成
26
年
４
月
19
日

　

佐
々
木
与
志
（
玉
屋
）

　
　
　
　
　
　
　

享
年
94

平
成
26
年
５
月
10
日

　

島
村　

寛
子
（
玉
屋
）

　
　
　
　
　
　
　

享
年
86

川
成
由
美
子

会　

長

更
生
保
護
女
性
会
の
総
会

ン
ワ
ン
も
４
名
出
ま
し
た
。

今
回
欠
席
の
方
も
次
回
は
ぜ

ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
文
責　

高
橋　

卓
也
）

試合の前に参加者全員集合です

修
徳
公
園
に
て

修
和
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
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チームワークのいい手帳点検

左より木倉指揮者　櫻田２番員　南辻３番員

◆修徳特別養護老人ホーム◆

春の大茶会お手伝い

秀
吉
の
大
茶
会
を
楽
し
ん
で
い
る
方
々

お
手
伝
い
を
さ
れ
た
女
性
会
の
方

き
れ
い
に
点
て
ら
れ
た
お
茶
と
お
菓
子

　５月18日（日）朝８時より七条中学校校庭にて爽やかな天候のもと、毎年恒例の
下京消防団総合査閲が行われました。私の今までの記憶の中では、修徳分団員最多
の22名での受閲となりました。公私ともに忙しいにも関わらず、連日の訓練に参加
してくれましたが、全員が揃って練習出来たのは、当日の朝の１回だけでした。一
抹の不安を抱えながらの本番でしたが、チームワークがいいのか？手帳点検は号令
通りキビキビとした動きで点検を受け、成果を発揮することが出来ました。
　ポンプ操法は木倉指揮者、水本１番員、櫻田２番員の３名は経験者ですが、南
辻３番員は今回初めてのポンプ操法なので、例年より早い４月５日から、昨年の
３番員の森浩司の厳しい？指導で、10回以上訓練を重ねて万全を期しました。無
線が通じないトラブルがありましたが、減点対象にはならない事を署員に確認し
ホッとしました。
　最後に６月１日京都市消防団総合査閲に下京区を代表して出場する皆山分団が、
久しぶりに気合の入った胸のすくような模範訓練を披露しました。おそらく京都
市でも優秀な成績が期待できると思います。そこで修徳分団はもっと厳しい訓練
をしなければ他分団との差が開くのではないかと危機感を感じ、来年はより一層
厳しくしようと心に誓いました。
　後日、今年もビデオカメラを持込み撮影したのを全員で観賞しましたが、細か
い所を除けば、点検の整
列とポンプ操法が綺麗に
出来ているのを観て満足
していました。
　下京消防署より非番に
も係わらず連日訓練を指
導して頂いた原田指令補
には心より感謝し敬意を
表します。
　総員23名で厳しい中
にも和やかに学区民の皆
様方に親しまれる消防団
活動を目指し、これから
も修徳学区の防火防災に
努め、安心安全な街づく
りを目指して頑張って参
りますので、ご支援ご協
力賜わります様よろしく
お願いいたします。
　最後になりましたが当
日、早朝より応援に駆け
つけてくださいました皆
様方に厚く御礼申し上げ
ます。

　５月24日（土）、五月晴れに恵まれて、午後２時より修
徳特別養護老人ホーム春の大茶会が修徳公園で行なわれま
した。参加者76名。職員の吉田さんの琴演奏の中、赤い日
よけ傘も美しく、スタッフの方々の誘導で、施設ご利用の
みなさんが、お客様として次々と屋外へ出てこられました。
本日のお抹茶は一保堂さんの「若き白」。お菓子は「春の
ばら」と名付けられた白くかわいらしいお菓子です。

　我々女性会25名の参加のもと中村会長はじめ、上田さん、
岩井さん、玉虫さんがお着物姿で、おはこびの先頭を務め
ました。お茶を点てる係り、お菓子を準備する係り、来客
人数を伝える係りなど、久しぶりのお茶会に古帛紗を用意
したりして、裏方水屋部隊は活気にあふれていました。
　借り物屋さんより用意された豊臣秀吉さん、利休さん扮
装のスタッフお二人がお茶会に彩りを添えて、お茶席なら
ぬテーブルのまわりを和ませてくださいます。大勢のスタ
ッフのみなさんが、利用者の方々を真から楽しませようと
する姿、一人ひとりに丁寧に対応される姿に、ほほえみを
感じ取れるひと時でした。

修徳消防分団長

修徳女性会

中 村 正 和

小 畑 成 代

下京消防団総合査閲

	

◆
久
し
ぶ
り
に
21

日
開
催
の
東
寺
さ

ん
に
行
っ
た
◆
境

内
い
っ
ぱ
い
に
並

ん
で
い
る
お
店
の

様
子
は
以
前
と
あ

ま
り
変
わ
り
が
無

い
様
だ
◆
し
か
し
店
を
見
な

が
ら
歩
い
て
い
る
人
々
の
中

に
外
国
人
が
多
く
見
ら
れ
る

様
に
な
っ
た
◆
観
光
の
人
も

京
都
の
種
々
の
情
報
を
集
め

旺
盛
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
◆
そ
の
中
に
消

防
署
員
の
方
々
が
１
店
舗
ず

つ
消
火
器
の
確
認
を
し
て
お

ら
れ
た
◆
事
故
再
発
が
無
い

よ
う
願
う
ば
か
り
で
あ
る
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京都市下京区新町通松原下る富永町110ー1
◆
◆
◆
◆
◆
◆

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
シ ョ ー ト ス テ イ
デイサービスセンター
居 宅 介 護 支 援 事 業 所
地域包括支援センター
児 童 館

☎ 3 5 1 ‒ 2 1 8 1
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 3 9
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 9 1
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 5 2
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 5 3
☎ 3 5 3 ‒ 6 3 9 9

総合福祉施設


